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ひろのどこでもe-Booksをご存知ですか？
　広野町が発行している「広報ひろの」や「広野町ガイド
ブック」、「議会だより」、「東日本大震災の記録」などをパ
ソコンやタブレット端末で見ることができます。 「ひろのどこでも

e-Books」を検索

広野町ホームページで情報をいち早くお伝えします！
　広野町から「お知らせ」や「まちの話題」、「イベント」などの
情報をいち早くお伝えしています。ぜひご確認ください。 「広野町」

を検索

新型コロナウイルス早期収束を願い
つるし雛寄贈消防団長、総務大臣受賞報告

４市町村合同要望活動

商工会女性部主張発表県大会　
木村さん優勝

住民説明会を実施

子どもたちへ
石製ふくろう置物を寄贈

公害対策審議会委員に委嘱状交付

　４月30日（金）、和の会のみなさんが遠藤町長につる
し雛を寄贈しました。
　このつるし雛は、５月２日（日）から５月５日（水）
まで開催予定であった「広野町和の会つるし雛展」で展
示予定だったものです。新型コロナウイルスの感染が拡
大している状況であるため、中止になったことに伴い、
町に寄贈していただきました。寄贈されたつるし雛は、
和の会のみなさんが新型コロナウイルスの早期収束の願
いを込めて飾りつけを行いました。多くの来庁者に見て
いただけるよう役場２階ホールに展示しております。

　４月12日（月）、広野町消防団の秋田団長が広野町
役場を訪れ、遠藤町長に総務大臣感謝状受賞を報告し
ました。消防団員の確保が厳しい現状において、令和
元年11月、機能別団員制度の導入を図り、団員99名
に機能別団員80名を加えた179名とする体制（令和
３年４月１日現在）を構築し、町民の生命と財産を守
り、安心安全のまちづくりを担っております。このよ
うな取り組みが評価され、このたび受賞の栄に浴しま
した。

　５月17日（月）、原子力災害による緊急時避難準備
区域に指定されていた広野町、南相馬市、田村市、川
内村は合同で、福島市内の福島復興局において、平沢�
勝栄復興大臣及び江島�潔原子力災害現地対策本部長に
対して要望活動を実施しました。医療費免除や高速道
路無料化措置など東京電力福島第一原発事故に伴う支
援を要望し、住民の生活再建に対する切れ目ない支援
が必要であることを強く訴えました。

　５月12日（水）、商工会女性部主張発表県大会が郡
山市の磐梯熱海温泉ホテル華の湯で開かれ、広野町商
工会女性部の木村久美さんが最優秀賞（知事賞）に輝
きました。
　木村さんは、「女性部活動に関わって変わってきた
私」と題し、町のイベントの際に取り組む焼きそばづ
くりなどを紹介しました。
　木村さんは、７月14日（水）に青森県で開催される
東北・北海道ブロック大会に出場する予定です。

　５月８日（土）と９日（日）の２日間、公民館で住
民説明会を実施しました。
　各課の課長が①広野町における新型コロナウイルス
ワクチンの接種について、②令和３年度の主要施策お
よび重点事業について、③令和元年災害（台風19号、
21号）の復旧状況について説明し、町民からは、新
型コロナウイルスワクチン接種に関する質問などがあ
り、担当課長が詳細について説明しました。

　４月20日（火）、震災10年の節目にあたり、子ども
たちに幸せな学校生活を送ってほしいとの想いを込め
て、鈴木石材店　代表の鈴木　貴幸さんから広野町に、
ヨーロッパでは知恵の象徴とされる石製ふくろうの置
物を寄贈いただきました。
　現在は、こども園、小学校、中学校で大切に展示さ
せていただいています。

　４月27日（火）、広野町公害対策審議会委員委嘱状
交付式が役場で行われ、委員のみなさんへ遠藤町長か
ら委嘱状が手渡されました。
　東京電力広野火力発電所における石炭ガス化複合発
電（IGCC）設備の９月本格運転に向けて、公害全般
に関する基本事項について調査審議を行うため、22名
の体制を整え、町民の安全な生活環境を守る取り組み
を行います。
　委員の任期は２年となっています。

↑住民説明会の様子 ↑委員に委嘱されたみなさん

↑石製ふくろうの置物を寄贈した鈴木さん（中央） ↑和の会のみなさんと寄贈されたつるし雛

↑４市町村合同で継続的な支援を要望

↑最優秀賞に輝いた木村さん ↑総務大臣感謝状受賞を報告する秋田団長

自転車利用者に対する
交通立哨の実施

　５月19日（水）、町は「自転車安全利用月間」における
取り組みとして、双葉警察署をはじめとする各種団体
と連携し、町内３箇所において交通立哨を行いました。
　遠藤町長は、広野中学校に自転車通学する生徒一人
ひとりに、ポケットティッシュを配布し、交通安全の
啓発を行いました。
　歩行者や自転車が安心して通行出来るよう地域全体
で力を合わせて、交通事故のない安心安全なまちをつ
くりましょう。

↑登校する中学生に交通安全を呼びかけました


